
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 9月 7日 

松山市議会議長 大 塚 啓 史 殿   

  松山市議会議員 白 石 勇 二 

次のとおり通告します。    

発言順位 １ 受領日時 9月 7日 午前・午後 5時 30分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 持続可能な公共交通網の整備につ （１）郊外地域における公共交通への認識と市民の移動手段の確保に 

 いて  ついて見解を問う。 

  （２）交通空白地域への今後の対応を問う。 

  （３）スポーツ及び観光イベントでの公共交通の利用を促進する取組に 

   ついて見解を問う。 

   

2 卸売市場の再整備について （１）市場の現状を踏まえ、卸売市場が果たすべき役割について問う。 

  （２）再整備に向けた今後の取組について問う。 

   

3 はぴまるの丘での民間活力の導入 （１）施設開設以降の運営状況と課題について問う。 

 について （２）専門性が求められる中での市職員の負担に対する認識を問う。 

  （３）指定管理者制度の導入など民間の専門性を生かした運営体制に 

   ついて問う。 

   

4 北条地域の鹿島におけるさらなる観 （１）鹿島の来訪者数及び利用状況と観光資源としての価値に対する 

 光振興について  認識を問う。 

  （２）民間活力の導入を取り入れる考えがあるのか問う。 

  （３）体験型観光の導入について見解を問う。 

  （４）今後の松山市中心部と北条地域を結ぶ周遊策について見解を問 

   う。 

   

   

   

   

   

   

   

 


